












[総括]

 平成 8年度は,小学 4年全員(107 名)と中学 1年全員(81 名)および前年度健診で何らかの

動脈硬化危険因子を認めた 71名の児童・生徒の合計 259 名の小児について健診を行った.

また,生活習慣・家族歴に関する 2回目アンケート調査を実施した.

  これまでのコーホート追跡調査において,肥満度、血清脂質および血圧の各値にはトラ

ッキング現象のあることを報告した. また動脈硬化危険因子をもつ小児については,検査

値が改善するまで毎年連続追跡してきたが、高コレステロール血症あるいは肥満度の改善

が 5 回の追跡健診(平成 4→5→6→7→8 年)で一度も認められない小児が 18%(初年度(平成

8 年)の異常者 122 名中 23 名)存在した.すなわち,検診結果をコメントをつけて通知する

程度の事後指導介入では動脈硬化危険因子の改善は期待できず,個人の異常値は継続する

ことがわかった.

 そこで来年度の課題として、生活習慣改善のためのチェックリストを作成し、その目標

達成度を継続的に自己評価をすることが動脈硬化危険因子の改善に有効であるかを検討す

ることとした.


